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に関し、4～6 週の C57BL/6 の胆嚢内に AKT1、YAPS127、pCMV-Sleeping Beauty の
3 種のプラスミドと in vivo jetPEI との混濁液を注入し 8 週、10 週、12 週、14 週で
犠牲死を行い全肝摘出し標本を作製した。肝門部から 5mm 以内に発生した腫瘍を
中枢型、肝臓外縁から 5mm 以内を末梢型と定義し、HE 染色/ 免疫染色(cytokeratin 
(CK)7、CK19、E-cadherin、vimentin、α-smooth muscle actin (α-SMA)、neural cell adhesion 
molecule (NCAM))/ RT-qPCR(10 週/14 週のモデルに対し ICC のドライバー遺伝子で





病理組織所見では、10 週目以降に HE 染色にて胆管癌類似腫瘍を認め、CK7/ CK19
での免疫染色結果から発現癌腫は胆管由来の発癌であることを確認した。E-cadherin、
vimentin の免疫染色での発現は中枢型と末梢型に明らかな違いは認めなかった。一










本研究で、中枢型 ICC と末梢型 ICC の違いを蛋白発現とドライバー遺伝子発現の側











マウスモデルに発生する ICC の検討により、ドライバー遺伝子発現や EMT には部
位依存的な影響があり、これらにより中枢型と末梢型 ICC の臨床経過の違いを説明
できる可能性がある。ドライバー遺伝子の発現パターンや発現時期をさらに明らか
にすることは、ICC の分子標的治療における適切な薬剤選択の指針となる可能性が
ある。 
